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　「
議
会
」
は
村
政
を
進
め
る
上
で

の
意
思
の
決
定
と
村
政
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
を
審
査
す
る
機
関
で

「
議
決
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
村
長
」
は
村
議
会
の
決

定
に
よ
り
村
政
を
進
め
る
こ
と
か
ら

「
執
行
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

　
村
議
会
と
村
長
は
、
お
互
い
に
対

等
の
立
場
で
村
政
に
つ
い

て
議
論
し
な
が
ら
住
民

福
祉
の
向
上
に
全
力

で
努
め
て
い
ま
す
。

【
本
会
議
】

　
議
会
に
は
、
年
４
回
（
３
月
、
６

月
、
９
月
、
12
月
）
定
期
的
に
開
か

れ
る
「
定
例
会
」
と
、
必
要
に
応
じ

て
開
か
れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
村
長
が
招
集
し
て
い

ま
す
が
、
臨
時
会
は
議
長
又
は
議

員
定
数
の
四
分
の
一
以
上
の
請
求

に
よ
り
招
集
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
に
お
い
て
議
員

定
数
の
半
数
以
上
の
議
員
が
議
場
に

出
席
し
て
開
か
れ
る
会
議
を
「
本
会

議
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
で
議
会
の
最
終
的
な
意

思
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
委
員
会
】

　
議
会
は
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
、

議
案
や
請
願
、
陳
情
な
ど
を
審
議
す

る
た
め
に
は
本
会
議
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
専

門
的
か
つ
詳
細
に
審
議
す
る
委
員
会

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
に
は
総
務
常
任
委
員
会
、
経

済
・
公
営
企
業
常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員

会
、
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど

を
協
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
議
会
広
報
紙
「
い
え
そ
ん
」
の
編

集
・
発
行
及
び
議
会
広
報
に
関
す
る

委
員
会
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
特
定
の
事
件
を

審
議
す
る
た
め
本
会
議
の
議
決
に
よ

り
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で

す
。
審
議
後
、
委
員
会
は
消
滅
し
ま

す
。

※

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
が
令

和
３
年
６
月
定
例
会
で
設
置
さ

れ
、
令
和
４
年
３
月
定
例
会
で
審

議
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
全
議
員
で
構
成
す
る
会
議
で
、
議

案
等
の
審
議
・
審
査
は
行
わ
ず
村
長

が
提
案
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
の
説

明
や
聴
取
な
ど
を
行
い
ま
す
。

議
員
・
議
会
・
委
員
会
の

役
割
は
？

伊江村を豊かな
住みよい村にするために、
住民から選挙で選ばれた

「議員」は地域の声に耳を傾け、
その声を行政に届ける

役割があります。

議
会
と
村
長

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
会

会
議
の
種
類

議員の給料は？

◆◆ 常任委員会 ◆◆
常時設置されている委員会で、それぞれの所管に属する事項を審査します。

常任委員会の名称 委員定数 目的及び調査事項

◆◆ 北部地区９村の平均 ◆◆

（単位：円）

（単位：人）

総務常任委員会 ５人

総務課、住民課、医療保健
課、企画課、教育委員会、
監査委員会、選挙管理委
員会、他の常任委員会に属
さない事務

経済・公営企業
常任委員会 ５人

農林水産課、建設課、商工
観光課、公営企業課、農業
委員会に関する事務

議会
事務局

議　長
副議長

総務常任委員会

経済・公営企業常任委員会

議会運営委員会

議会広報調査特別委員会

◆◆ 議会構成 ◆◆

議員報酬・手当等

定数・任期

報酬月額
議　長　263,250円
副議長　218,400円
委員長　210,600円
議　員　202,800円

期末手当
６月：報酬月額×1.10×1.525　
12月：報酬月額×1.10×1.675

費用弁償
議会などに出席すると１日あたり、
2,000円が支給される。

263,250

265,500

263,000

260,000

265,000

271,000

272,000

226,100

266,000

261,317

4,118

4,517

3,092

1,598

8,894

10,869

5,833

1,126

1,322

伊 江 村

国 頭 村

大宜味村

東　　村

今帰仁村

恩 納 村

宜野座村

伊平屋村

伊是名村

平　均

218,400

220,000

218,000

216,000

220,000

226,000

226,000

187,900

220,000

216,922

210,600

213,000

211,000

208,000

211,000

218,000

218,000

176,000

212,000

208,622

202,800

205,000

203,000

201,000

204,000

210,000

210,000

174,300

205,000

201,678

村　名 人   口

条 例 定 数 現 員 数 任 　 　 　 期

1 0 人 1 0 人 令和４年９月 2 8日～令和８年９月 2 7日

議 　 長 副 議 長 委 員 長 議 　 員

報 　 酬 　 月 　 額

議
員•

議
会•

委
員
会
の
役
割

議会広報 いえそん
No.181  ６月号 2



　「
議
会
」
は
村
政
を
進
め
る
上
で

の
意
思
の
決
定
と
村
政
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
を
審
査
す
る
機
関
で

「
議
決
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
村
長
」
は
村
議
会
の
決

定
に
よ
り
村
政
を
進
め
る
こ
と
か
ら

「
執
行
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

　
村
議
会
と
村
長
は
、
お
互
い
に
対

等
の
立
場
で
村
政
に
つ
い

て
議
論
し
な
が
ら
住
民

福
祉
の
向
上
に
全
力

で
努
め
て
い
ま
す
。

【
本
会
議
】

　
議
会
に
は
、
年
４
回
（
３
月
、
６

月
、
９
月
、
12
月
）
定
期
的
に
開
か

れ
る
「
定
例
会
」
と
、
必
要
に
応
じ

て
開
か
れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
村
長
が
招
集
し
て
い

ま
す
が
、
臨
時
会
は
議
長
又
は
議

員
定
数
の
四
分
の
一
以
上
の
請
求

に
よ
り
招
集
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
に
お
い
て
議
員

定
数
の
半
数
以
上
の
議
員
が
議
場
に

出
席
し
て
開
か
れ
る
会
議
を
「
本
会

議
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
で
議
会
の
最
終
的
な
意

思
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
委
員
会
】

　
議
会
は
限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
、

議
案
や
請
願
、
陳
情
な
ど
を
審
議
す

る
た
め
に
は
本
会
議
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
専

門
的
か
つ
詳
細
に
審
議
す
る
委
員
会

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
に
は
総
務
常
任
委
員
会
、
経

済
・
公
営
企
業
常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員

会
、
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど

を
協
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
議
会
広
報
紙
「
い
え
そ
ん
」
の
編

集
・
発
行
及
び
議
会
広
報
に
関
す
る

委
員
会
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
特
定
の
事
件
を

審
議
す
る
た
め
本
会
議
の
議
決
に
よ

り
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で

す
。
審
議
後
、
委
員
会
は
消
滅
し
ま

す
。

※

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
が
令

和
３
年
６
月
定
例
会
で
設
置
さ

れ
、
令
和
４
年
３
月
定
例
会
で
審

議
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
全
議
員
で
構
成
す
る
会
議
で
、
議

案
等
の
審
議
・
審
査
は
行
わ
ず
村
長

が
提
案
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
の
説

明
や
聴
取
な
ど
を
行
い
ま
す
。

議
員
・
議
会
・
委
員
会
の

役
割
は
？

伊江村を豊かな
住みよい村にするために、
住民から選挙で選ばれた

「議員」は地域の声に耳を傾け、
その声を行政に届ける

役割があります。

議
会
と
村
長

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
会

会
議
の
種
類

議員の給料は？

◆◆ 常任委員会 ◆◆
常時設置されている委員会で、それぞれの所管に属する事項を審査します。

常任委員会の名称 委員定数 目的及び調査事項

◆◆ 北部地区９村の平均 ◆◆

（単位：円）

（単位：人）

総務常任委員会 ５人

総務課、住民課、医療保健
課、企画課、教育委員会、
監査委員会、選挙管理委
員会、他の常任委員会に属
さない事務

経済・公営企業
常任委員会 ５人

農林水産課、建設課、商工
観光課、公営企業課、農業
委員会に関する事務

議会
事務局

議　長
副議長

総務常任委員会

経済・公営企業常任委員会

議会運営委員会

議会広報調査特別委員会

◆◆ 議会構成 ◆◆

議員報酬・手当等

定数・任期

報酬月額
議　長　263,250円
副議長　218,400円
委員長　210,600円
議　員　202,800円

期末手当
６月：報酬月額×1.10×1.525　
12月：報酬月額×1.10×1.675

費用弁償
議会などに出席すると１日あたり、
2,000円が支給される。

263,250

265,500

263,000

260,000

265,000

271,000

272,000

226,100

266,000

261,317

4,118

4,517

3,092

1,598

8,894

10,869

5,833

1,126

1,322

伊 江 村

国 頭 村

大宜味村

東　　村

今帰仁村

恩 納 村

宜野座村

伊平屋村

伊是名村

平　均

218,400

220,000

218,000

216,000

220,000

226,000

226,000

187,900

220,000

216,922

210,600

213,000

211,000

208,000

211,000

218,000

218,000

176,000

212,000

208,622

202,800

205,000

203,000

201,000

204,000

210,000

210,000

174,300

205,000

201,678

村　名 人   口

条 例 定 数 現 員 数 任 　 　 　 期

1 0 人 1 0 人 令和４年９月 2 8日～令和８年９月 2 7日

議 　 長 副 議 長 委 員 長 議 　 員

報 　 酬 　 月 　 額

議
員•

議
会•

委
員
会
の
役
割

議会広報 いえそん
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令
和
５
年
度
予
算
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89億9,637 万7千円

(単位：千円）

会計名 令和５年度
予算額

令和４年度
予算額

前年度比
増減額（千円）

一 般 会 計 6,513,000 6,925,000 ▲ 412,000
診 療 所 特 別 会 計 365,000 361,000 4,000
国民健康保険特別会計 1,033,000 983,500 49,500
後期高齢者医療特別会計 65,200 65,700 ▲ 500
水 道 事 業 会 計 185,445 185,313 132
船 舶 運 航 事 業 会 計 834,732 958,073 ▲ 123,341

合　　計 8,996,377 9,478,586 ▲ 482,209

　令和５年第２回定例会(３月)を３月７日から17日
までの11日間の会期で行いました。
　本定例会では、令和５年度一般会計及び特別会計
当初予算をはじめ､令和４年度補正予算など32件の
議案を審議し､すべて、原案の通り可決しました。

（審議結果の概要はP14をご覧ください。）

◆生活　　　　名嘉 實  議員
真謝区・西崎区住環境負担軽減事業（8,000万円）
20件の住宅の防音工事
事業完了まで後７年かかる計画では、恩恵を受けれない人も
いる。予算の確保と早期の事業執行を望む。

◆生活　　　　島袋 義範  議員
離島定住環境基盤整備事業（6,900万円）
伊江港荷さばき施設工事
簡易テントでの荷さばきの取り扱いは、時には雨風、塩害にさ
らされていたが、これからは安心して荷物の受け取りができる。

◆観光  並里 晴男 議員　 宮城 弘和 議員
伊江島蒸留施設機能拡充事業（1億2,800万円）
設備工事（蒸留機、充填機、仕込タンク、貯蔵タンク）
施設の機能強化でふるさと納税の返礼品であるラム酒の
生産性の向上、観光施設としての魅力度アップで観光振
興に期待する。

伊江中学校教員宿舎等の事
業完了や陸上養殖施設整備
事業、野球場サブグランド
整備事業の繰り越しに伴う

影響だよ。

（６会計）を可決
対前年比4億1,200万円の減額
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和
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年
度
予
算

5

89億9,637 万7千円

◆移住・定住　　知念 邦夫  議員
伊江村移住定住促進住宅整備事業（3億3,055万円）
建築工事（阿良区内に２階建12戸）
人口減少などの問題解決に向けて、島の活性化、村外
からの移住に期待！ 

◆農業・生活　　亀里 敏郎  議員
農業集落排水事業（5億8,120万円）
終末処理施設の建築工事
近代的な下水処理に期待！ 

◆医療　　　　　内間 広樹  議員
国民健康保険特別会計（10億3,300万円）
「特定検診」の受診率（自己意識）の向上を！

◆医療　　　　渡久地 政雄  議員
診療所特別会計（3億6,500万円）
議会と村当局が協働し、対策を行った結果、令和５年
４月から常勤医師が３名体制となり、村民に対し充実
した医療サービスが提供できる。

◆防衛局予算　　島袋 勉  議員
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業
（4億2,018万円）
16事業に予算が配分されており、各事業が円滑に進行
し完了する事を確認する。

◆保育　　　　　虻江 修  議員
東保育所アーケード設置事業（6,000万円）
駐車場から保育所玄関までアーケードを設置すること
で、雨風を防ぎ送迎時の保護者、子ども達の負担軽
減。保育環境の改善が図られ、早期完成を望む。 

令和５年度
予算総額

村の予算
　    私はココに注目！？

一般会計予算額65億1,300万円
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Q
ち
ゅ
ら
島
づ
く
り
応
援
寄
付

金
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。

A
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
す

る
に
当
た
っ
て
地
域
再
生
計

画
を
再
度
見
直
し
、
企
業
に
周
知
し

な
が
ら
、
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

Q
村
民
に
も
供
覧
で
き
る
よ
う

な
村
政
要
覧
を
作
っ
て
頂
き

た
い
。

A
い
つ
で
も
手
に
取
れ
る
よ
う

な
村
政
要
覧
の
配
付
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q
国
民
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
一
つ
に
さ

れ
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
証
は
ほ

と
ん
ど
の
方
が
持
っ
て
い
る
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
持
っ
て
い
な

い
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
の
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

A
「
資
格
確
認
証
」
と
い
う
確
認

証
を
も
っ
て
国
保
で
あ
る
と

か
給
付
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
、
国
の
方
で
も
議
論
し
、
秋
に
向

け
て
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。Q

優
良
繁
殖
雌
牛
増
頭
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
畜
産
総
合
施

設
へ
の
預
託
を
条
件
に
導
入
支
援
を

行
う
と
あ
る
が
、
事
業
の
柔
軟
な
運

用
、
農
家
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要

と
考
え
る
が
。

A
農
家
と
常
に
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
事
業
改
善
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、

当
初
計
画
の
内
容
で
進
め
て
い
き
た

い
。Q

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
真

謝
・
真
西
地
区
）
に
つ
い
て
、

地
下
水
の
き
れ
い
な
水
を
畑
地
に
供

給
す
る
事
を
想
定
し
て
い
た
が
、
現

在
の
真
謝
溜
池
の
水
を
使
う
と
伺
っ

て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

A
農
業
振
興
地
域
内
の
、
真
謝

区
集
落
内
の
一
番
高
い
場
所

へ
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
を
計
画
し
候
補

地
を
選
定
し
ま
し
た
。
真
謝
区
政
委

員
と
協
議
を
し
た
結
果
、
反
対
と
な

り
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
建
設
を
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
。

Q
伊
江
村
も
斬
新
な
思
い
切
っ

た
発
想
で
、
村
民
の
健
康
増

進
が
図
ら
れ
な
い
か
。

A
令
和
５
年
度
計
画
で
は
健
康

づ
く
り
月
間
、
ビ
ー
チ
ス
ト

レ
ッ
チ
や
夕
暮
れ
ウ
ォ
ー
ク
を
月
間

と
し
て
予
定
し
て
お
り
、
年
間
を
通

し
た
計
画
を
検
討
す
る
。

Q&A
ここが聞きたい！！

真謝溜池真謝溜池

予算審査
特別委員会 質疑
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船舶運航事業会計予算（抜粋）

名嘉 實　議員

名嘉 實　議員 内間 広樹　議員

並里 晴男　議員

反対討論

反対討論 賛成討論

賛成討論

　真謝・西崎区住環境負担軽減事業費(防音工事費)
は、工事費は8,000万円で前年度と同件数、同額に
なっているが、深夜までやりたい放題の訓練が行われ
ている現実を考慮しスピードアップを図るべきだと考
える。新規事業として一人暮らしの高齢者のための緊
急時通報システム貸与事業費が計上されているが、孤
独死を防止するために、高齢者が使いやすいシステム
にすることを望む。
　これまでも自衛隊の宣伝のための委託金の削除を求
め続けてきたが、今ほどその重要性が求められている
年はない。本予算案からも自衛官募集業務委託金の削
除を求め反対とする。

　米軍車両及び米兵を運搬する事業計画には一貫
して反対してきた。米軍を運搬することが米軍の
訓練による基地被害の発生に村が加担するもので
あること。米軍が同時に乗船することが一般客
に対して悪い影響を与えることなどからである。
軍隊が一般旅客ではない。米軍の運送を拒否でき
ない理由は、法律ではなく政治的判断ではないで
しょうか、米軍の運送計画を削除することを求め
反対とする。

　近年の物価高などの影響を
今後も受けるであろう厳しい
経営状況のなか、改善策の一
つとして、誘客誘致に向けた
旅行社クーポン手数料が200
万 円 増 額 さ れ て い る 。 海 事
職、企業職連携のもと安全運
航を第一義に務めた予算編成
であり、賛成とする。

　主な事業として島外からの移住者を促進する「移住定住促進住宅事業」「伊江村
地域防災計画改定事業」「防犯カメラ設置事業」「東保育所アーケード設置事業」
等、開業から10年目を迎えた透析センターの人工透析装置を更新する「人工透析装
置購入事業」ラム酒工場の機能拡充を目的として「伊江島蒸留施設機能拡充事業」
等の予算が計上されている。村の産業振興、医療福祉の充実、教育文化の振興、生
活環境の保全と整備など多くの支援事業を展開する予算となっている。
　本予算案の執行にあたり常に村民目線で、村民の声に耳を傾け名城村長を筆頭に
職員一丸となって予算執行に取り組んでいただくよう切望し、賛成とする。

反 対
賛 成
討 論

一般会計予算討論（抜粋）



一
般
質
問

議会広報 いえそん
No.181  ６月号 8

問　
こ
の
度
の
基
本
計
画
は
、
本
村
観

光
産
業
を
持
続
発
展
さ
せ
る
に
重
要
で

極
め
て
意
義
あ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
な

る
と
確
信
し
て
い
る
。
計
画
の
よ
う
な

大
掛
か
り
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
度
々

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
村
に
お
い
て
も
利
用
者
に
あ
っ

て
も
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
将
来

に
悔
い
な
く
、
ま
た
地
域
の
要
請
に
も

応
え
ら
れ
る
事
業
の
完
了
で
あ
る
よ
う

に
と
の
強
い
思
い
が
あ
る
。

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
の
進
捗
と

な
る
の
か
。

答　
村
長

 

施
設
整
備
に
適
し
た
補
助
事
業
の
選

定
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
１
年
遅
れ

で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度

に
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
実

施
設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
新
設
駐
車
場
の
駐
車
台
数
は
。

答　
村
長

 
実
施
設
計
の
段
階
に
お
い
て
駐
車
可

能
な
面
積
や
台
数
が
算
出
さ
れ
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
駐
車
台
数
は
確
定
し
て

い
な
い
。

問　
既
存
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
棟
の
改

修
は
ど
の
程
度
の
改
修
か
。
増
設
の
考

え
は
な
い
か
。

答　
村
長

 

身
障
者
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し

た
改
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

回
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の
中
で
は

補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

問　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
の
整
備
に

合
わ
せ
ボ
ー
ル
が
道
路
や
海
辺
へ
飛
び

で
な
い
対
策
は
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

 

北
側
に
あ
る
旧
シ
ャ
ワ
ー
室
、
そ
れ

か
ら
炊
事
場
の
建
物
を
解
体
し
て
、
管

理
用
道
路
を
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
寄
せ
て
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
の
北
側
部
分
に

芝
生
の
広
場
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。

問　
遊
具
広
場
の
切
り
株
の
撤
去
は
あ

る
の
か
。

答　
村
長

 

同
広
場
が
保
安
林
内
に
あ
り
、
切
り

株
も
保
安
林
の
一
部
で
あ
る
と
県
の
指

導
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
県
と
協
議
す

る
。問　

施
設
内
擬
木
柵
は
改
修
工
事
か
、

新
設
工
事
か
。

答　
村
長

 
全
て
改
修
工
事
と
な
り
、
実
施
設
計

の
際
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ま
た
は
木
製

に
す
る
か
検
討
す
る
。
な
お
、
新
設
工

事
と
し
て
遊
歩
道
や
キ
ャ
ン
プ
場
内
に

夜
間
利
用
に
配
慮
し
た
足
元
灯
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
の
仕
様
と
は
、

い
か
な
る
も
の
か
。

答　
村
長

 

木
の
板
張
り
に
よ
る
遊
歩
道
を
指
し
、

基
本
計
画
図
の
中
で
は
新
設
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
の
中
で
は
こ
の
件
も
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
。

問　
ハ
ブ
ネ
ッ
ト
設
置
の
概
算
工
事
費

（
見
積
）
Ｒ
３
基
本
計
画
で
、
メ
ー
ト
ル

当
た
り
８
万
5
，2
0
0
円
の
7
0
0

メ
ー
ト
ル
で
6
，
0
8
3
万
2
，

8
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。
概
算
工
事

費
と
い
え
ど
も
割
高
の
工
事
費
に
思
え

て
な
ら
な
い
が
。

答　
村
長

 

ハ
ブ
フ
ェ
ン
ス
と
し
て
設
置
す
る
予

定
で
あ
り
、
概
算
ベ
ー
ス
で
算
出
し
て

い
る
た
め
、
実
施
設
計
に
お
い
て
再
度
、

見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
や
他
の
事
業
を
組
合
わ
せ
て
事
業
を
行
う

村長

一般質問の詳細については、ホームページの第２回定例会をご覧ください

ここここを問うを問う
令
和
３
年
策
定
の
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
計
画
は

亀
かめざと

里 敏
としろう

郎 議員

青少年旅行村入り口青少年旅行村入り口
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問　
令
和
10
年
開
院
予
定
で
県
立
北
部

病
院
と
北
部
医
師
会
病
院
を
統
合
し
て

「
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
北
部
地
区
内
の
病
院
で
対
応
で
き
な

い
患
者
は
、
県
立
中
部
病
院
ま
た
は
琉

大
附
属
病
院
ま
で
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
刻
を
争
う
場
面
も
あ
り
基

幹
病
院
の
整
備
が
実
現
す
る
こ
と
は
、

北
部
12
市
町
村
住
民
に
と
っ
て
長
年
の

要
請
活
動
が
実
を
結
び
大
変
歓
迎
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
「
基
本
合
意
書
」
に

よ
る
と
各
町
村
の
診
療
所
は
原
則
と
し

て
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
附
属
診
療
所

と
な
る
こ
と
が
位
置
付
け
さ
れ
て
い

る
。

　

現
在
北
部
医
師
会
病
院
で
は
フ
ェ

リ
ー
の
発
着
時
間
に
合
わ
せ
て
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ

の
継
続
を
確
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。答　

村
長

　
北
部
地
区
医
師
会
病
院
と
本
部
港
の

送
迎
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
３
回
、

伊
江
港
発
午
前
８
時
便
と
本
部
港
発
午

後
３
時
便
に
合
わ
せ
た
運
行
で
あ
る
。

利
用
者
に
と
っ
て
身
体
的
・
経
済
的
負

担
軽
減
と
な
っ
て
い
る
。
村
民
に
と
っ

て
は
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り

継
続
し
て
運
行
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
。

問　
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
、
送
迎

バ
ス
待
合
室
の
設
置
を
要
請
で
き
な
い

か
。

答　
村
長

　
基
本
計
画
の
中
で
離
島
、
へ
き
地
か

ら
利
用
す
る
患
者
や
家
族
等
を
想
定
し

た
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
な
ど
遠
隔
か

ら
の
利
用
者
に
配
慮
さ
れ
、
待
合
ホ
ー

ル
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
施
設
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。

問　
村
立
診
療
所
の
附
属
移
管
に
つ
い

て
、
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

答　
村
長

　
現
在
の
医
療
体
制
及
び
診
療
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
を
考
え
、
移
管
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
あ
る
。

答　
村
長

　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
待
遇
面
さ

ら
に
は
施
設
の
維
持
補
修
や
医
療
機
材

の
取
り
替
え
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
確
保

さ
れ
る
の
か
、
移
管
に
つ
い
て
は
、
そ

の
時
が
来
た
ら
議
会
と
も
相
談
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

　
ご
指
摘
の
３
点
に
つ
い
て
は
、
私
も

全
く
同
じ
考
え
で
あ
る
。
村
民
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
な
の
で
、
協
議
会
の
中

で
要
請
し
て
い
く
。

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
継
続
し
て
運
行
で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
く

村長 北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
伴
う
送
迎（
本

部
ー
名
護
）バ
ス
の
運
行
継
続
等
を
求
め
よ

村政村政 のの

島
しまぶくろ

袋 義
よしのり

範 議員

病院外観イメージ図（パース）病院外観イメージ図（パース）
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問　
現
在
、
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る

防
災
無
線
で
村
民
に
向
け
必
要
な
情
報
や

注
意
喚
起
情
報
を
朝
、
昼
、
晩
１
日
３
回

放
送
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
防
災
無

線
の
聞
き
逃
し
や
耳
が
遠
い
た
め
、
聞
き

取
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
行
政
か
ら
伝
え
た
い
情
報
や
緊

急
を
要
す
る
船
舶
の
運
航
状
況
等
を
防
災

無
線
だ
け
で
な
く
、
Ｑ
Ａ
Ｂ
琉
球
朝
日
放

送
の
伊
江
村
デ
ー
タ
放
送
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
Ｑ
Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
「
市
町
村
か
ら
の

お
知
ら
せ
」
の
申
込
自
治
体
数
は
。

答　
村
長

　
Ｑ
Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
（
市
町
村
か
ら
の

お
知
ら
せ
）
の
申
込
自
治
体
数
は
令
和
５

年
２
月
末
現
在
、
試
験
運
用
も
含
め
て
、

県
内
27
市
町
村
。
う
ち
北
部
地
域
で
は
、

７
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。

問　
申
込
み
を
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
か
。

答　
村
長

 

琉
球
朝
日
放
送
に
所
定
の
申
込
用
紙
に

て
申
請
を
行
う
手
続
き
と
な
っ
て
い
る
。

問　
防
災
無
線
の
聞
き
逃
し
が
あ
り
、
Ｑ

Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
「
市
町
村
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
の
必
要
性
が
あ
る
が
村
と
し
て
の

考
え
は
。

答　
副
村
長　
内
間
常
喜

 

放
送
は
声
で
聞
こ
え
る
か
ら
、
声
と
い

う
の
は
流
れ
て
く
る
の
で
聞
き
逃
し
、
あ

る
い
は
消
え
て
し
ま
う
。
活
字
だ
と
消
え

ず
に
何
度
も
見
れ
る
こ
と
が
有
効
な
の
は

承
知
し
て
い
る
。
聞
き
逃
し
た
場
合
の
手

段
は
、
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
文
書
を

確
認
で
き
、
あ
る
い
は
放
送
を
再
度
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。
現
段
階
で
は
防
災
行
政

無
線
の
ほ
う
が
有
効
で
あ

り
、
デ
ー
タ
放
送
に
つ
い

て
は
、
検
討
中
で
あ
る
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
放

送
を
再
度
聞
く
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
が
、
老
人
に
お
い
て

は
難
し
い
為
、
地
域
の
デ
ー
タ
放

送
が
必
要
で
あ
る
。
手
続
き
に
関

し
て
も
村
当
局
が
琉
球
朝
日
放
送

に
月
々
５
万
円
を
支
払
え
ば
契
約

で
き
る
と
伺
っ
て
い
る
。
村
と
し

て
、
契
約
が
可
能
か
ど
う
か
。

答　
企
画
課
長　
島
袋
英
樹

 

Ｄ※
１

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
計
画
を
今

策
定
中
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
分
野

に
お
い
て
の
情
報
を
計
画
策
定
す

る
業
務
で
あ
り
、
情
報
を
デ
ー
タ

化
し
て
テ
レ
ビ
で
見
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
ニ
ー
ズ
も
含
め
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
民
の
ニ
ー
ズ
も
含
め
て
、
慎
重
に
検
討
し
た
い

村長

※１　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活をより良いものへと変革する事を指す。

琉球朝日放送地域データ放送琉球朝日放送地域データ放送

リモコンのｄボタンリモコンのｄボタン
を押すとデータ放送を押すとデータ放送

知
ち

念
ね ん

 邦
く に

夫
お

 議員

本
村
で
Ｑ
Ａ
Ｂ
琉
球
朝
日
放
送
の
地
域
デ
ー
タ
放
送

は
で
き
な
い
か



議会広報 いえそん
No.181  ６月号

一
般
質
問

11

問　
離
島
本
村
で
は
、
高
校
進
学
に
際
し

て
は
親
元
を
離
れ
本
島
の
民
間
ア
パ
ー
ト

や
寄
宿
舎
等
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
、

二
重
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
保
護
者
に
は

大
き
な
経
済
的
な
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い

る
。

　

ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
た
場
合
は
、
家

賃
、
光
熱
水
費
な
ど
保
護
者
負
担
が
大
き

く
な
り
家
計
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
高
校
生

保
護
者
世
帯
に
対
し
、
さ
ら
な
る
負
担
軽

減
策
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
学
校
別
学
生
寮
の
入
寮
者
数
及
び
寮
費

と
居
住
費
（
食
料
費
を
除
く
）
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

答　
教
育
長　
玉
城
洋
之

　
高
校
生
の
全
体
総
数
が
１
０
７
人
、う
ち

寄
宿
舎
や
寮
の
生
徒
が
51
人（
48
％
）で
、食

料
費
を
除
く
居
住
費
は
、月
額
１
万
１
，

１
４
７
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
民
間
ア
パ
ー
ト
の
入
居
学
生
者
数
及

び
家
賃
は
い
く
ら
か
に
な
る
の
か
。

答　
教
育
長　
玉
城
洋
之

　
民
間
ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
が
47
人
（
全

体
の
44
％
）
、
家
賃
は
全
体
の
平
均
で
約

４
万
９
，０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
い
る
学
生
の

保
護
者
負
担
割
合
の
軽
減
に
向
け
た
修
学

支
援
事
業
の
拡
充
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
か
。

答　
教
育
長　
玉
城
洋
之

　
寄
宿
舎
や
寮
の
居
住
費
に
比
べ
て
民
間

ア
パ
ー
ト
の
家
賃
や
光
熱
水
費
な
ど
の
保

護
者
負
担
は
、
高
校
在
学
３
年
間
で
考
え

る
と
家
計
へ
の
負
担
は
か
な
り
大
き
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
高
校
へ
進
学

し
学
び
を
続
け
る
た
め
の
経
済
的
支
援

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
高

校
生
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
経
済
的
な
負
担
や
子
ど
も
た
ち
の
生

活
を
考
慮
す
る
と
寮
併
設
の
高
校
へ
の
進

学
（
名
護
さ
く
ら
寮
、
県
立
群
星
寮
へ
入

寮
）
を
希
望
し
て
い
る
方
が
大
半
だ
が
、

や
む
を
得
ず
民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
り
通
学

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
修
学
支
援
費
を
補
助
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
多
く
の
保
護
者
が
家
計
に
相
当
な

無
理
を
し
な
が
ら
賄
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
昨
今
の
物
価
高
騰
や
４
月
か
ら
の
電
気

料
値
上
げ
な
ど
、
二
重
生
活
で
家
計
の
負

担
は
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
。
社
会
の

変
容
に
沿
っ
て
教
育
費
の
保
護
者
へ
の
負

担
割
合
の
格
差
や
不
平
感
が
生
じ
な
い
よ

う
、
民
間
ア
パ
ー
ト
等
に
居
住
す
る
保
護

者
の
修
学
支
援
の
拡
充
に
向
け
て
取
組
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
村
長

　

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活
用
し
、
自
主

財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
高
校
生
就
学
支
援
事
業
の

補
助
金
へ
の
上
乗
せ
分
と
し
て
、
沖
縄
振

興
特
別
推
進
交
付
金
で
の
事
業
構
築
は
で

き
な
い
か
。

答　
教
育
行
政
課
長　
万
寿
祥
久

　

調
査
研
究
や
沖
縄
県
と
協
議
し
な
が

ら
、
事
業
化
で
き
る
か
ど
う
か
調
整
し
て

い
き
た
い
。

問　
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
で
の
事

業
構
築
や
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
充
当
、

地
方
創
生
応
援
税
制
の
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
の
資
金
調
達
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て

財
源
の
確
保
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
能

力
と
意
欲
あ
る
全
て
の
高
校
生
が
希
望
す

る
教
育
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
教
育
環
境

の
整
備
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

宮
み や

城
ぎ

 弘
ひ ろ

和
か ず

 議員

自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い

村長 保
護
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
高
校
生
修
学
支
援
の

拡
充
を 

イージマ郷友会高校新入生激励会イージマ郷友会高校新入生激励会
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問　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
県
内
の
入
域

観
光
客
数
が
前
年
度
比
88
％
増
の

５
６
９
万
７
，８
０
０
人
と
な
り
、
増
加
数

は
過
去
最
多
だ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
２
０
１
７
年
７

月
に
北
部
「
や
ん
ば
る
の
森
」
が
世
界
遺

産
に
認
定
さ
れ
、
ま
た
今
帰
仁
村
と
名
護

市
に
ま
た
が
る
嵐
山
に
は
、「
沖
縄
北
部
新

テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
が
工
事
着
手
し
今
後
の

北
部
観
光
は
、
本
部
町
の
「
沖
縄
美
ら
海

水
族
館
」
と
合
わ
せ
、
飛
躍
的
に
観
光
客

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
北
部
の
地
域
経

済
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と
考
え
る
が
、

本
村
の
観
光
形
態
は
日
帰
り
観
光
が
多
く

今
後
は
地
域
経
済
に
大
き
な
効
果
が
見
込

ま
れ
る
滞
在
型
観
光
に
向
け
て
強
力
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
。

答　
村
長

　
「
沖
縄
北
部
新
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
施
設

の
開
業
に
伴
い
、
本
部
町
の
沖
縄
美
ら
海

水
族
館
を
は
じ
め
、
や
ん
ば
る
の
森
の
世

界
自
然
遺
産
、
本
部
港
に
お
け
る
ク
ル
ー

ズ
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
北
部
地
域
の
観

光
産
業
の
活
性
化
や
滞
在
日
数
の
長
期
化

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
本
村
の
観
光
は
、
ゆ
り
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
修
学
旅
行
に
支
え
ら
れ
る
部
分

が
大
き
く
、
そ
の
多
く
は
日
帰
り
観
光
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
需
要
が
減
る
真

夏
や
真
冬
に
観
光
客
数
が
落
ち
込
む
傾
向

に
あ
り
、
新
た
な
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
ス
ポ
ー
ツ
等
を
中
心
と
し
た
団
体
旅

行
の
誘
致
等
を
行
う
こ
と
で
、
新
規
需
要

の
開
拓
、
多
様
化
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

捉
え
な
が
ら
、
年
間
を
通
し
た
滞
在
型
観

光
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
観
光
客
向
け
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
、
村
内
で

の
滞
在
や
宿
泊
を
促
し
、
中
長
期
的
な
視

点
に
お
い
て
ホ
テ
ル
の
誘
致
や
ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
合
わ
せ
た
滞
在
型
観

光
の
推
進
に
向
け
て
、
関
係
団
体
と
協
議

を
重
ね
た
い
。

問　
冬
場
の
観
光
客
向
け
に
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
島
の
無
形
文
化
財
を
活
用

し
た
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
、
島
出
身
の
芸
能

人
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
や
農
業
の
視
察
、

そ
れ
か
ら
行
政
視
察
と
か
も
含
め
て
ぜ
ひ

宿
泊
し
て
頂
き
、
ゆ
っ
く
り
と
島
内
を
拝

見
出
来
る
よ
う
な
施
策
の
見
解
は
。

答　
商
工
観
光
課
長　
金
城
幸
人

 

体
験
型
の
教
育
メ
ニ
ュ
ー
や
花
な
ど
特

産
品
を
使
っ
た
形
で
島
の
魅
力
を
伝
え
る

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
旅
行
者
誘
致
な
ど
が

あ
る
。
各
課
ま
た
関
係
機
関
と
連
携
し
、

滞
在
型
観
光
推
進
に
向
け
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
中
長
期
的
な
視
点
に
お
い
て
、
ホ
テ

ル
誘
致
に
つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

答　
村
長

 

本
村
に
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
、
ぜ
ひ

伊
江
島
に
ホ
テ
ル
も
計
画
し
て
み
た
い
と

い
う
話
が
具
体
的
に
あ
る
。計
画
が
上
が
っ

て
く
る
と
議
会
の
皆
さ
ん
と
御
相
談
を
し
、

今
後
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
な
が
ら
ホ

テ
ル
誘
致
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
。

民家体験宿泊の離村式民家体験宿泊の離村式

ホ
テ
ル
誘
致
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
を
目
指
す

村長 滞
在
型
観
光
へ
向
け
た
村
の
政
策
は

並
な み

里
ざ と

 晴
は る

男
お

 議員
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問　
真
謝
・
西
崎
区
住
環
境
負
担
軽
減

事
業
（
防
音
工
事
）
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
令
和
５
年
度
で
５
年
目
に
入

る
。
平
成
30
年
７
月
に
村
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
配
布
数
２
５
３
世
帯
の
う

ち
、
回
収
率
は
56
％
、
１
４
１
世
帯
で

あ
っ
た
。
現
在
の
真
謝
・
西
崎
区
の
世
帯

数
は
、
真
謝
区
が
59
世
帯
、
西
崎
区
が

１
６
５
世
帯
で
、
合
計
２
２
４
世
帯
と

な
っ
て
い
る
。
区
長
に
よ
る
と
ほ
と
ん
ど

の
世
帯
が
防
音
工
事
を
希
望
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
工

事
完
了
分
が
３
年
間
で
33
件
、
令
和
４
年

度
工
事
完
了
見
込
み
で
20
件
、
合
計
53

件
。
当
初
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
防
音
工
事
希

望
者
95
世
帯
の
56
％
、
現
在
の
両
区
の
世

帯
数
２
２
４
世
帯
比
で
は
24
％
で
し
か
な

い
。

　
平
成
30
年
９
月
６
日
に
行
わ
れ
た
西
崎

区
で
の
説
明
会
で
、
事
業
は
５
年
な
い
し

７
年
間
の
予
定
と
述
べ
て
い
た
が
、
現
在

の
工
事
の
進
捗
状
況
で
は
何
年
か
か
る
か

わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
真
謝
区
も
西
崎
区
も
ア
ン
ケ
ー
ト

が
あ
っ
た
時
点
の
数
で
は
な
く
、
ほ
と
ん

ど
の
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
村
と

し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
村
長

　
平
成
30
年
７
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
工
事
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
や
ア

ン
ケ
ー
ト
に
未
回
答
の
方
に
つ
い
て
は
、

真
謝
、
西
崎
区
の
住
宅
防
音
事
業
推
進
委

員
会
に
諮
り
、
再
度
、
意
向
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
村
と
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
世

帯
が
防
音
工
事
を
希
望
し
て
い
る
と
の
認

識
で
あ
る
。

問　
年
度
ご
と
の
計
画
は
。

答　
村
長

　
真
謝
、
西
崎
区
の
住
宅
防
音
事
業
推
進

委
員
会
で
決
定
し
た
優
先
順
位
を
踏
ま

え
、
年
度
ご
と
に
年
間
20
件
程
度
の
工
事

が
実
施
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
工
事

を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
予
算
を

要
す
る
。
真
謝
区
、
西
崎
区
の
一
日
で
も

早
い
騒
音
被
害
の
軽
減
に
向
け
、
本
村
の

財
政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
西
小
学
校
南
側
東
西
線
と
大
口
漁
港

南
北
線
交
差
点
の
信
号
機
は
、
車
両
用
信

号
灯
は
東
西
線
の
み
に
取
り
付
け
ら
れ
、

歩
行
者
が
手
押
し
信
号
機
の
ボ
タ
ン
を
押

さ
な
い
限
り
、
常
時
青
色
の
ま
ま
に
な
っ

て
お
り
南
北
線
の
信
号
灯
は
あ
り
ま
せ

ん
。
正
月
に
帰
省
し
た
人
か
ら
「
南
側
か

ら
左
折
し
た
か
っ
た
が
車
か
ら
降
り
て
手

押
し
信
号
ボ
タ
ン
を
押
し
に
行
く
わ
け
に

も
い
か
ず
、
か
と
い
っ
て
い
つ
ま
で
も
待

つ
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
信
号
無
視
を
し

て
左
折
し
た
。
事
故
が
起
き
た
ら
だ
れ
が

責
任
を
取
る
の
か
、
信
号
機
を
ち
ゃ
ん
と

し
た
も
の
に
す
る
べ
き
だ
。」
と
の
指
摘
を

受
け
た
。

　
こ
の
交
差
点
の
南
北
の
左
側
の
路
上
に

は
停
止
線
が
あ
り
「
止
ま
れ
」
の
表
記
も

あ
る
が
、
停
止
線
か
ら
左
右
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
位
置
ま
で
は
、
南
側
で
約

８
メ
ー
ト
ル
、
北
側
で
約
16
メ
ー
ト
ル
離

れ
て
お
り
、
左
右
の
確
認
の
た
め
に
は
前

進
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
東
西

南
北
ち
ゃ
ん
と
し
た
「
変
わ
る
信
号
機
」

を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答　
村
長

　
西
小
学
校
南
側
東
西
線
と
大
口
漁
港
南

北
線
交
差
点
の
手
押
し
式
信
号
機
は
「
歩

行
者
の
た
め
の
信
号
機
」
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
。
大
口
漁
港
南
北
線
交
差
点

は
、
南
側
で
約
８
メ
ー
ト
ル
、
北
側
で
約

16
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
一
時
停
止
の
標
識

が
あ
り
、
そ
の
交
差
点
を
通
過
す
る
車
両

等
は
そ
こ
で
一
時
停
止
を
行
い
、
左
右
確

認
等
安
全
確
認
を
行
っ
て
当
該
交
差
点
に

進
入
す
る
こ
と
は
、
信
号
無
視
に
は
な
ら

ず
交
通
ル
ー
ル
に
則
っ
た
通
行
で
あ
る
と

駐
在
所
職
員
よ
り
回
答
を
得
て
い
る
。
こ

の
「
歩
行
者
の
た
め
の
信
号
機
」
を
［
変

わ
る
信
号
機
」
（
時
差
式
）
に
変
更
す
る

に
は
、
交
通
流
等
の
事
前
調
査
が
必
要
な

た
め
、
管
轄
す
る
本
部
警
察
署
と
協
議
し

て
い
く
。

西小学校南側東西線と大口漁港南北線交差点の西小学校南側東西線と大口漁港南北線交差点の
手押し式信号機手押し式信号機

一
日
で
も
早
い
騒
音
被
害
の
軽
減
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

村長 真
謝・西
崎
区
住
環
境
負
担
軽
減
事
業（
防
音
工
事
）の
状
況
は

名
な

嘉
か

　實
みのる

 議員

西
小
学
校
南
側
東
西
線
と

大
口
漁
港
南
北
線
交
差
点

の
手
押
し
式
信
号
機
の
改

良
は

村長 �

本
部
警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
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令和５年　第１回臨時会	 会期：２月21日(火)

議案番号 件　　　名 議決月日 議決結果

議案第１号 伊江村総合運動公園野球場サブグラウンド整備工事の請負契約について ２月21日 原案可決
議案第２号 令和４年度伊江村一般会計補正予算（第７号） 〃 〃

　　　　　第２回定例会	 会期：３月７日(火)～３月17日(金)

議案番号 件　　　名 議決月日 議決結果

報告第１号 令和５年度沖縄県町村土地開発公社事業計画の報告について ３月８日 原案報告

報告第２号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書の提
出について 〃 〃

同意第１号 教育委員の任命について（西江前区　宮城孝雄　氏）（全会一致） 〃 原案同意
議案第３号 令和５年度伊江村一般会計予算（起立多数）　※P4 〜５参照 ３月17日 原案可決
議案第４号 令和５年度伊江村診療所特別会計予算（全会一致）　※P4 〜５参照 〃 〃
議案第５号 令和５年度伊江村国民健康保険特別会計予算（全会一致）　※P4 〜５参照 〃 〃
議案第６号 令和５年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算（全会一致）　※P4参照 〃 〃
議案第７号 令和５年度伊江村水道事業会計予算（全会一致）　※P4参照 〃 〃
議案第８号 令和５年度伊江村船舶運航事業会計予算（起立多数）　※P4参照 〃 〃
議案第９号 令和４年度伊江村一般会計補正予算（第８号） ３月９日 〃
議案第10号 令和４年度伊江村診療所特別会計補正予算（第４号） ３月10日 〃
議案第11号 令和４年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〃 〃
議案第12号 令和４年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〃 〃
議案第13号 伊江辺地に係る総合整備計画の変更について ３月８日 〃
議案第14号 伊江村陸上養殖場施設整備工事（R4）（建築・周辺整備）の請負契約について 〃 〃
議案第15号 伊江村陸上養殖場施設整備工事（R4）（機械設備）の請負契約について 〃 〃
議案第16号 伊江村陸上養殖場施設整備工事（R4）（電気設備）の請負契約について 〃 〃
議案第17号 伊江村陸上養殖場施設作業場・管理事務所備品購入業務（R4）の請負契約について 〃 〃

議案第18号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 〃 〃

議案第19号 伊江村情報公開条例の制定について 〃 〃
議案第20号 伊江村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 〃 〃
議案第21号 伊江村情報公開及び個人情報保護審査会条例の制定について 〃 〃
議案第22号 伊江村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ３月９日 〃
議案第23号 伊江村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃 〃
議案第24号 伊江村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃 〃
議案第25号 伊江村職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 〃 〃

議案第26号 伊江村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 〃 〃

議案第27号 伊江村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 〃 〃
議案第28号 伊江村畜産総合施設設置及び管理に関する条例の制定について 〃 〃
議案第29号 伊江村畜産総合施設運営基金条例の制定について 〃 〃
議案第30号 伊江村畜産総合施設の指定管理者の指定について 〃 〃
発委第１号 伊江村議会の個人情報の保護に関する条例の制定について ３月17日 〃

議 決 の 結 果
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傍
聴
者
の
声

● �観光地各所へトイレ設置　　　
● �村の収入源について
● �船の夜間運航はできないか。いつでも本島に行って

時間に余裕をもって帰ってこれるといい。
● �高齢者の運転事故に伴う免許返納。その後の移動

手段（タクシーチケットでは足りないとの声）の検
討について

● �現実的直近の課題の他に、将来的なビジョンを内
外にどのように示していくか

● �村長の施政方針を傍聴し、次世代へ繋がる様々な
改革の考案、住み良い村づくりに努力されているこ
とがわかりました。

● �議員に若い人がいない。
● �村民のより良い暮らしのため審議下さり誠にありが

とうございます。
● �傍聴席が暗くて文字が見づらい。
● �未来のより良い村づくりに向けて様々な議題につい

て検討・討論されている事、また議会傍聴をするこ
とで村の今後や、今取り組んでいることが理解でき
てよかった。今後も機会があれば傍聴したい。

● �マスクやマイクとの離れすぎのせいか発言が聞こえ
づらいところがあった。

● �庁舎建設との関連があれば仕方ないと思いますが、
今時トイレがウォシュレットではないので改善して
ほしい。

● �傍聴大変よかった。特に移住者の住宅計画につい
て村の取り組み嬉しいです。実現を祈ります。

もし、あなたが議員なら
どのような質問をしますか。

議会傍聴の感想を
ご自由に記入ください。令和５年 第２回（３月）定例会

傍聴者の傍聴者の声声（抜粋）

15

　　　　　第４回臨時会	 会 期：５月９日(火)

議案番号 件　　　名 議決月日 議決結果

承認第１号 専決処分した伊江村税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについて ５月９日 原案承認

承認第２号 専決処分した伊江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の承認を求めること
について 〃 〃

議案第34号 令和５年度伊江村一般会計補正予算（第１号） 〃 原案可決
発委第２号 伊江村議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃 〃

　　　　　第３回臨時会	 会期：３月28日(火)

議案番号 件　　　名 議決月日 議決結果

報告第３号 伊江Ⅰ期地区農業集落排水管路布設工事（Ｒ4-1）の専決処分の報告について ３月28日 原案報告
報告第４号 伊江Ⅰ期地区農業集落排水管路布設工事（Ｒ4-2）の専決処分の報告について 〃 〃
報告第５号 伊江Ⅰ期地区農業集落排水管路布設工事（Ｒ4-3）の専決処分の報告について 〃 〃
報告第６号 西小学校外構改修工事（R4）の専決処分の報告について 〃 〃
議案第31号 令和４年度伊江村一般会計補正予算（第９号） 〃 原案可決
議案第32号 令和４年度伊江村診療所特別会計補正予算（第５号） 〃 〃
議案第33号 令和４年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 〃 〃

老人クラブ連合会 区長会、婦人会等
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議会広報いえそんNo.180号（３月号）

みました。聞いて
議会広報の感想を

島 袋　洋
しまぶくろ　ひろし

赤嶺 美奈子
あかみね　 み   な  こ

伊波 寿光
い   は　としみつ

自己紹介

自己紹介

自己紹介

議会広報「いえそん」を読んでの感想

議会広報「いえそん」を読んでの感想

議会広報「いえそん」を読んでの感想

伊江村に期待する事

伊江村に対する意見や期待する事

伊江村に期待する事

東江前区 ( 出身地：名護市 )行政区

西江前 ( 川平区出身 )行政区

西江上区 ( 出身地：うるま市石川 )行政区

４月の人事異動で縁あって赴任してまいりました。
素直で屈託のない子どもたちと巡り会えて幸せです。将来
の伊江村を支える人材育成に微力ながら尽くせるよう精進
します。どうぞよろしくお願いします。

伊江中学校教頭を 4 年勤め、前年度より西小学校長を拝
命し、地域・保護者のご支援、ご協力をいただきながら約
200 名の園児児童と毎日楽しく学校生活を送っています。
今後とも職員一同魅力ある学校作りにむけて邁進します。

離島勤務は、初任のときと２度目の経験になります。伊
江島の自然と人の温かさを感じています。伊江中職員と
共に頑張っていきます。よろしくお願いします。

どの質問や答弁も、報告記事やひとの紹介も伊江村への愛着とさらに住みよいコミュニティーづくりを目指
す村民ファーストの熱い心意気が伝わってきます。議会広報「いえそん」を通して伊江島の「今」を知るア
イテムとして活用します。

伊江村を村民ファーストで、大切にされていて、議員・行
政の皆様が粉骨砕身されている様子がわかり感謝していま
す。毎年掲載される中学校 3 年生の「私たちの未来」では、
子ども達の故郷への思い、将来の夢が紹介されて島建ち教
育の成果が読み取れます。

伊江島（村）に関わる情報が細部に渡って掲載されてい
て、とても身近に感じます。様々な世代の方々の紹介や
意見、活躍も知る事ができ、親しみやすい広報です。

月並みですが、いつまでも、大人も子供も健康で安全に安心して暮らせる地域であってほしいと願います。
学校も地域社会の役割として貢献できるよう努力します。ご支援ご協力をどうぞよろしくお願いします。

教育行政の手厚いサポートで幼児教育、学校教育の充実に
取り組めています。心から感謝申し上げるとともに今後と
もよろしくお願いいたします。

小学校と中学校で、しっかり学校生活を過ごして、伊江村に感謝をしながら地元を大切に、広い世界で活躍でき
る人材の育成に貢献したいと思います。村として子ども達への様々な御配慮に感謝します。

議会広報 いえそん
No.181  ６月号 16

伊江小学校校長

伊江中学校校長

西小学校校長
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５５月月 May

３３月月 March

４４月月 April

議
会
の
活
動

議会の活動

	 1日：	 役場職員人事異動辞令交付式（議長）
	 6日：	 例月出納検査（虻江監査委員）
		  青年会総会（議長）
	 7日：	 伊江中学校入学式（全議）
	 8日：	 第30回伊江島一周マラソン大会（全議）
	10日：	 両小学校入学式（全議）
13日：		 新任教職員歓迎会（全議）
	16日：	 アーニーパイル慰霊祭（議長）
	18日：	 伊江村振興計画審議会（議長）
	19日：	 村老人クラブ連合会総会（全議）
	21日：	 芳魂之塔平和祈願祭（全議）
		�  伊江島灯台殉職者慰霊の式（正副議長）
		  婦人会総会（議長）
	22日：	� 第26回伊江島ゆり祭り（全議）
	24日：	� 陸上養殖施設地鎮祭（議長）

	25日：	 広報委員会（議長・広報委員）
	27日：	� 北部地域の道路網の整備促進並びに離

島架橋の早期実現に向けた総決起大会
（全議／名護市）

	28日：	� 町村議長会役員会、沖縄振興拡大会議
		  （議長／那覇市）

	 2日：	 議会運営委員会
	10日：	� 常任委員長・副委員長実務研修会（正副総

務・経公常任委員長／那覇市）
	15日：	 例月出納検査（虻江監査委員）
	18日：	� 町村議長会監査委員研修会（虻江監査委員／

那覇市）
		  村文化協会総会（議長）
	19日：	� 北部市町村議会議長会第１回理事会定例会

（議長／宜野座村）

	20日：	� 大宜味村役場　新庁舎落成式（議長／大宜味村）
	23日：	 正副議長全国研修会（正副議長／東京都）
		  広報委員会（広報委員）
	24日：	 沖縄振興審議会（議長／東京都）
	26日：	 村子牛共進会（全議）
	27日：	 第30回やんばる駅伝大会（議長／伊平屋村）
		  第28回チャリティーなつメロ（全議）
	29日：	 全国離島振興協議会総会（議長／那覇市）
	30日：	� 全国理事会・都道府県会長会（議長／東京都）

北部地域の道路網の整備促進決起大会

	 2日：	 議会運営委員会、議員全員協議会
	 3日：	� 北部振興会第３回評議員会及び第1回総会
		  （議長/名護市）
		  例月出納検査（虻江監査委員）
	7日～17日：第２回伊江村議会定例会
	11日：	 第75回伊江中学校卒業式（全議）
	16日：	 両小学校卒業式（全議）
	23日：	 畜産総合施設落成式（全議）
	24日：	 西部かん水組合記念誌発刊祝賀会（全議）
	25日：	 金武町屋内運動場落成式・祝賀会（副議長/金武町）
	28日：	 第３回伊江村議会臨時会
		  世界のウチナーンチュ大会感謝の夕べ（議長/那覇市）
	29日：	 南九州四県町村議長会情報・意見交換（議長/那覇市）
	31日：	 役場職員退職者辞令交付式（議長）

議会傍聴を希望される方は、議会事務局（☎49 -2924）へお問合せ下さい。
6月15日（木）午前10時〜
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（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

今月の表紙
地域おこし
協力隊

Good Job

生年月日 昭和9年3月20日生　89歳
行政区・屋号 西江上区・ナハンカリ

名　　前

　数年前まで自営業のピーナッツ菓子製造を手伝っていた働き
者のオバーです。現在は在宅からふさと苑のデイサービスを利
用されています。背筋まっすぐでシャキッとされ、午前中は手指
のリハビリや足のマッサージ、午後のレクリエーションでは風船
バレーや棒サッカーなどで大活躍です。「若い頃は働くばっかり
で、今みたいに遊ぶ時代がくるとは思わなかった。」と笑顔で話
されました。

職員からみた光子さん

右　中村慎吾（なかむら　しんご）39歳　伊江島初の地域おこし協力隊、落花生の
生産振興に取組むため東京都から移住して４年目。千葉県野田市出身。　
左　田仁省吾（たに　しょうご）38歳　伊江島２人目の地域おこし協力隊、伊江島ハ
イビスカス園で花や商品の販路拡大、ハイビスカス園のＰＲを行うため岡山県から
移住して２年目。兵庫県神戸市出身。

　過去３年連続中止となっていた伊江島一周マラソン大会が４月８日に４年振りに開催され2,029人が参加し、私も
その１人として走りました。沿道には、村民の育てた色鮮やかな花々が彩られ、村民皆様の温かい声援で無事完走す
る事ができました。今回、東京オリンピック金メダリストの喜友名諒さんや県高校駅伝大会優勝の北山高校の男子・
女子チーム、全国高校駅伝大会において悲願の初優勝を果たした長野東高校女子駅伝部も大会で力走を見せ大会
を盛り上げ、大成功に終える事ができました。リリーフィールド公園では４月22日から５月7日まで16日間ゆり祭りが
開催され、各種サークルの発表やイベント等で大いに賑わいました。
　今後、新型コロナウイルスが完全に終息し、もとの活気あふれる伊江島に戻れるよう、「ウグヮンシャービラ」

広報委員　知念 邦夫

令和３年６月定例会あの質問・質疑どうなった！？
歌碑巡りができる地図型看板を伊江港に設置せよ

先
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ら
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け
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た
重
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無
形
民
俗
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財
「
伊
江
島
の

村
踊
」
が
数
多
く
伝
承
さ
れ
、
歌
碑
も

建
立
さ
れ
て
い
る
。
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
所
在
地
等
を
掲
載
し
て
い
る
。

答
本
村
は
古
く
か
ら
歌
の
島
・
芸

能
の
島
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
国
の
「
重
要
無
形
文
化
財
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
歌
や
踊
り
、
組
踊

を
後
世
に
残
す
為
、
島
の
表
玄
関
で
あ

る
港
に
歌
碑
の
建
立
場
所
が
一
目
で
わ

か
る
地
図
型
案
内
板
を
設
置
し
、
旅
行

者
の
便
宜
を
図
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。 質

港
、城
山
、な
ど
村
の
十一カ
所
に

あ
る
説
明
板
を
令
和
四
年
度
沖

縄
振
興
特
別
交
付
金
を
活
用
し
、整
備

し
た
。港
の
案
内
板
は
歌
碑
の
建
立
場

所
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

現

リニューアルした港の案内板
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